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公 民

１ 学習評価の改善・充実

(1) 学習評価の改善の基本的な考え方

各教科等の目標及び内容を資質・能力の三つの柱で再整理した新学習指導要領の下で

の指導と評価の一体化を推進する観点から、観点別学習状況の評価の観点についても、

「知識・技能」、「思考・判断・表現」、「主体的に学習に取り組む態度」の３観点に整

理した。

また、観点別学習状況の評価と評定の双方の特長を踏まえつつ、その後の指導の改善

等を図ることが重要であり、観点別学習状況の評価と評定の両方について、学習指導要

領に示す各教科・科目の目標に基づき、学校が地域や生徒の実態に即して定めた当該教

科・科目の目標や内容に照らし、その実現状況を評価する「目標に準拠した評価」とし

て実施することを明確にすることが大切である。

(2) 評価の観点及びその趣旨

(3) 評価規準の設定

(2) のように、学習指導要領に示された教科及び科目の目標を踏まえて、「評価の観

点及びその趣旨」が作成されていることを理解した上で、「内容のまとまりごとの評価

規準」を作成する。

教科における評価の観点及びその趣旨

は、学習指導要領に示された教科の目標

を踏まえて作成する。

【学習指導要領「教科の目標」】

⑴ ⑵ ⑶

知識及び技 思考力、判 学びに向か

能に関する 断力、表現 う力、人間

目標 力等に関す 性等に関す

る目標 る目標

【改善等通知※ 別紙５「評価の観点及びその趣旨」】

観点 知識・技能
思考・判断 主体的に学習に

・表現 取り組む態度

知識・技能 思考・判断 主体的に学

趣旨 の観点の趣 ・表現の観 習に取り組

旨 点の趣旨 む態度の観

点の趣旨

公民科の評価の観点及びその趣旨

科目における評価の観点及びその趣旨

は、各科目の目標を踏まえて各学校で設

定する。

【学習指導要領「科目の目標」】

⑴ ⑵ ⑶

知識及び技 思考力、判 学びに向か

能に関する 断力、表現 う力、人間

目標 力等に関す 性等に関す

る目標 る目標

観点 知識・技能
思考・判断 主体的に学習に

・表現 取り組む態度

知識・技能 思考・判断 主体的に学

趣旨 の観点の趣 ・表現の観 習に取り組

旨 点の趣旨 む態度の観

点の趣旨

各科目の評価の観点及びその趣旨の例

各学校において作成することとなっている

※ 小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校等における児童生徒の学習評価及び指導要録の改善等について
（平成31年3月29日付け30文科初第1845号）

「公共」の内容のまとまりごとの評価規準（例）
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〇 各科目の内容のまとまり

(4) 観点別学習状況の評価についての実施上の留意点

ア 知識・技能

知識については、個別の事実的な知識のみではなく、概念や理論を身に付けている

状況を評価規準として設定することが大切である。技能については、各科目全体の指

導の中で「調べまとめる技能」に関わる学習過程を適切に設定し、その実現状況を評

価規準として設定することが大切である。学習指導要領解説に「参考資料２ 社会的

事象について調べまとめる技能」として整理されている。

イ 思考・判断・表現

課題を追究したり解決する際に、「社会的な見方・考え方」を働かせ、適切な概念

等に着目して考察したり、構想したり、その過程や結果を表現する学習過程を適切に

設定し、その実現状況を評価規準として設定することが重要である。

【公共】

Ａ 公共の扉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・内容のまとまり①

Ｂ 自立した主体としてよりよい社会の形成に参画する私たち・・内容のまとまり②

Ｃ 持続可能な社会づくりの主体となる私たち・・・・・・・・・内容のまとまり③

【倫理】

Ａ 現代に生きる自己の課題と人間としての在り方生き方・・・・内容のまとまり①

Ｂ 現代の諸課題と倫理・・・・・・・・・・・・・・・・・・・内容のまとまり②

【政治・経済】

Ａ 現代日本における政治・経済の諸課題

(1) 現代日本の政治・経済・・・・・・・・・・・・・・・・・内容のまとまり①

(2) 現代日本における政治・経済の諸課題の探究・・・・・・・内容のまとまり②

Ｂ グローバル化する国際社会の諸課題

(1) 現代の国際政治・経済・・・・・・・・・・・・・・・・・内容のまとまり③

(2) グローバル化する国際社会の諸課題・・・・・・・・・・・内容のまとまり④

○ 「公共」の「人間と社会の在り方についての見方・考え方」

社会的事象等を、倫理、政治、法、経済などに関わる多様な視点（概念や理論など）に着目して捉え、

よりよい社会の構築や人間としての在り方生き方についての自覚を深めることに向けて、課題解決のた

めの選択・判断に資する概念や理論などと関連付けて働かせる。

○ 「倫理」の「人間としての在り方生き方についての見方・考え方」

社会的事象等を、倫理、哲学、宗教などに関わる多様な視点（概念や理論など）に着目して捉え、人

間としての在り方生き方についての自覚を深めることに向けて、課題解決のための選択・判断に資する

概念や理論などと関連付けて働かせる。

○ 「政治・経済」の「社会の在り方についての見方・考え方」

社会的事象等を、政治、法、経済などに関わる多様な視点（概念や理論など）に着目して捉え、より

よい社会の構築に向けて、課題解決のための選択・判断に資する概念や理論などと関連付けて働かせる。

「社会的事象について調べまとめる技能」
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ウ 主体的に学習に取り組む態度

現代の諸課題を主体的に解決しようとしている状況を評価することが重要である。

学習内容を人間としての在り方生き方、社会の在り方と結び付けて深く学ぶことの意

味や意義に気付くこと、これからも問い続けていきたいことを見出している状況など

を評価する。

(5) 観点別学習状況の総括の進め方

ア 評価の時期等

毎回の授業ではなく、原則として単元や題材など内容や時間のまとまりごとに、そ

れぞれの実現状況を把握できる段階で行うなど、場面を精選することが重要である。

イ 評価方法の工夫

ノートやワークシートなど、多様な評価方法について工夫を図ることが大切である。

ウ 評価の総括

適切な評価の計画の下に得た、生徒の観点別学習状況の評価に係る記録の総括の時

期としては、単元（題材）末、学期末、学年末等の節目が考えられる。

２ 新学習指導要領における指導と評価の計画例

１(3) で示した「内容のまとまりごとの評価規準」の考え方を踏まえて作成した、単元

の目標及び単元の評価規準を含めた指導と評価の計画例を示す。

(1) 公共 大項目Ｂ「主として経済に関わる事項（職業選択、雇用と労働問題等）」の計画例

事例１ 「公共」ワークシートを用いた「思考・判断・表現」の評価

内容の Ｂ 自立した主体としてよりよい ※ 内容のまとまり「Ｂ 自立した主体として

まとまり 社会の形成に参画する私たち よりよい社会の形成に参画する私たち」から

単元名 主として経済に関わる事項 具体的な主題を設定した事例である。

評価の種類 評価の時期

「評定に用いる評価」 内容や時間のまとまりにおける実現状況を把握できる段階で

（評価の計画例における「○」） 実施

「学習改善につなげる評価」 「○」に至るまでの指導として、机間巡視や作業状況の確認・

（評価の計画例における「●」） 支援として、学習状況の把握のため日々の授業の中で実施

総括の方法（例） 具 体 例

Ａ、Ｂ、Ｃの数を ・３回の評価結果「ＡＢＢ」を「Ｂ」と総括

基に総括 ・４回の評価結果「ＡＡＢＢ」を「Ａ」とするか「Ｂ」とするかなど、総括の仕方は

各学校で定める。

Ａ、Ｂ、Ｃを数値 ・Ａ＝３、Ｂ＝２、Ｃ＝１、Ｂの範囲を［1.5≦平均値≦2.5］と定める。

化して総括 ・３回の評価結果「ＡＢＢ」の平均値は約2.3（（３＋２＋２）÷３）となり、Ｂと総括

※ 学年末に総括する際には、それぞれの観点ごとの評価を学年末に総括した結果を基にする方法と、学期

末に総括した評定を基にする方法がある。
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ア 単元の目標

・職業選択、雇用と労働問題、財政及び租税の役割、少子高齢社会における社会保障の

充実・安定化などに関わる現実社会の事柄や課題を基に、公正かつ自由な経済活動を

行うことを通して資源の効率的な配分が図られることについて理解する。知

・現実社会の諸課題に関わる諸資料から、自立した主体として活動するために必要な

情報を適切かつ効果的に収集し、読み取り、まとめる技能を身に付ける。知（技）

・幸福、正義、公正などに着目して、法、政治及び経済などの側面を関連させ、自立

した主体として解決が求められる具体的な主題を設定し、合意形成や社会参画を視

野に入れながら、その主題の解決に向けて事実を基に協働して考察したり構想した

りしたことを、論拠をもって表現する。思

・現実社会の諸課題について、よりよい社会の実現を視野に、現代の諸課題を主体的

に解決しようとする。態

イ 単元の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①職業選択、雇用と労働問題、財 幸福、正義、公正などに着 現実社会の諸課題につい

政及び租税の役割、少子高齢社 目して、法、政治及び経済な て、よりよい社会の実現を

会における社会保障の充実・安 どの側面を関連させ、自立し 視野に、現代の諸課題を主

定化などに関わる現実社会の事 た主体として解決が求められ 体的に解決しようとしてい

柄や課題を基に、公正かつ自由 る具体的な主題を設定し、合 る。

な経済活動を行うことを通して 意形成や社会参画を視野に入

資源の効率的な配分が図られる れながら、その主題の解決に

ことについて理解している。 向けて事実を基に協働して考

②現実社会の諸課題に関わる諸資 察したり構想したりしたこと

料から、自立した主体として活 を、論拠をもって表現してい

動するために必要な情報を適切 る。

かつ効果的に収集し、読み取り、

まとめる技能を身に付けている。

ウ 指導と評価の計画（全22時間中の11時間）

「知」：知識・技能、「思」：思考・判断・表現、「態」：主体的に学習に取り組む態度、「○」：評定に

用いる評価、「●」：学習改善につなげる評価（以下、「倫理」及び「政治・経済」の表記も同様。）

学習活動
評価の観点

評価方法
知 思 態

第

一
次（

１
時 「職業選択」 【思】ワークシート

間 ・変化を続ける現代社会におい ● 技術革新や産業構造が変）

て、どのような能力が求めら 化する中でどのような能力

れているか考察する。 が求められるかを予測し、
・「単元を貫く問い」について、 ● まとめることができている。

仮説を立てる。 【態】ワークシート
これまでの学習と関連付

けて仮説を立て、単元の学

単元を貫く問い
「私たちの未来における望ましい働き方とはどのようなものだろうか」

「これからの働き手に求められる能力とはどのようなものだろうか」

【ポイント】インターンシ

ップへの参加によって得ら

れた生徒自身の職業観・勤

労観など、自らの体験をも

とに考察し、表現する活動

が考えられる。

【ポイント】大項目Ｂは、

大項目Ａ「公共の扉」で身

に付けた選択・判断の手掛

かりとなる考え方を活用す

る。
【留意点】単元の最後に振り返り検証する。
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習に見通しをもって取り
組もうとしている。

第
二

次（

「雇用と労働問題」 【思】ワークシート

１ ・現代の日本にはどのような労 ○ 労働法規と照らし合わせ
時 働問題があるのか理解し、勤 ながら考察することができ

間 労権の観点からどのような対 ている。）

応ができるか考察する。

・アルバイトに関するアンケー ○ 【知（技）】ワークシート
ト調査の具体例から、身近に 多面的・多角的な視点か

ある労働問題に自分ならどう ら、労働環境について理解
対応するか、考察する。 できている。

・立場によって労働環境にも違 資料から読み取った内容

いがあることを理解し、労働 と学習内容を関連付けて考
条件を改善するために行われ 察し、表現している。

ている取組を理解する。

第
六

次 ・「単元を貫く問い」に対する ○ 【態】ワークシート（

仮説を検証する。 単元の始めに立てた見通

１ ・新たな問いを見いだす。 しや仮説を検証し、学習を
時 振り返り、単元の学習の意

間 義や新たな問いを見いだし）

ている。

エ 評価問題等（ワークシートの例）

「思考、判断、表現」の評価においては、既習の知識を活用する問いを設定し、考

察したことを生きて働く知識として定着させることが重要である。本事例では、ワー

クシートを活用し、生徒の身近な話題から労働問題を多面的・多角的に考察し、生徒

の当事者としての意識を高めることができるよう工夫した。

「労働問題に直面したとき、ワークライフバランスの観点から、私たちはど
のように行動しなければならないのだろうか」

【ICTの活

用】Google

フォーム等

を活用して

調査する。

単元を貫く問い
「私たちの未来における望ましい働き方とはどのようなものだろうか」

【留意点】概念に着目し、

見方・考え方を働かせ、習

得した知識及び技能を活用

しながら多面的・多角的に

考察、表現できるよう配慮

する必要がある。

【ポイント①】高校生のアルバ

イト調査の結果を示し、生徒に

とって身近な例から労働問題を

考えさせている。

【ポイント②】他の事例として

は、求人票を用いて労働基準法

が定める労働条件の最低基準を

満たさない労働契約は無効であ

ること、日本ではワークライフ

バランスがとれるような働き方

や、それぞれの事情に応じた多

様な働き方を選択できる社会の

実現が課題となっていることな

どの観点からも、多面的・多角

的に考察、構想し、表現できる

ようにすることが考えられる。

【ポイント③】生徒が企業等と

の間でトラブルに見舞われない

ようにしたり、トラブルに直面

した場合に適切な行動をとった

りすることができるよう、当事

者意識を高める問いを立ててい

る。

【留意点】違法な時間外労

働や、賃金の不払いなどの

トラブルに見舞われないよ

うにするため、また、トラ

ブルに直面した場合に適切

な行動をとることができる

よう、労働保護立法につい

て触れる。

【ポイント】本単元で学ん

だことなどを踏まえ、「単

元を貫く問い」について自

らの考えを論述する。
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(2) 倫理「国際社会に生きる人間としての自覚」の計画例

事例２ 倫理エッセイを用いた「知識・技能」の評価

内容の Ａ 現代に生きる自己の課題と人間 ※ 内容のまとまり「Ａ 現代に生きる自己の

まとまり としての在り方生き方 課題と人間としての在り方生き方」のうち、

単元名 国際社会に生きる人間としての自覚
中項目(2)「国際社会に生きる人間としての自

覚」の事例である。

ア 単元の目標

・古来の日本人の心情と考え方や日本の先哲の思想に着目して、我が国の風土や伝統、

外来思想の受容などを基に、国際社会に生きる日本人としての在り方生き方につい

て思索するための手掛かりとなる日本人に見られる人間観、自然観、宗教観などの

特質について、自己との関わりにおいて理解する。知

・古来の日本人の心情と考え方や日本の先哲の思想に関する原典や原典の口語訳など

の諸資料から、日本人としての在り方生き方に関わる情報を読み取る技能を身に付

ける。知（技）

・古来の日本人の考え方や日本の先哲の考え方を手掛かりとして、国際社会に主体的

に生きる日本人としての在り方生き方について多面的・多角的に考察し、表現する。思

・日本の伝統と文化や日本人としてのものの考え方の特質を理解し、国際社会に生き

る生きる人間としての在り方生き方について思索を深め、自らの人生観、世界観な

いし価値観を確立する。態

イ 単元の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①古来の日本人の心情と考え方や日本 古来の日本人の 日本の伝統と文化や日
の先哲の思想に着目して、我が国の 考え方や日本の先 本人としてのものの考え
風土や伝統、外来思想の受容などを 哲の考え方を手掛 方の特質を理解し、国際
基に、国際社会に生きる日本人とし かりとして、国際 社会に生きる人間として
ての在り方生き方について思索する 社会に主体的に生 の在り方生き方について
ための手掛かりとなる日本人に見ら きる日本人として 思索を深め、自らの人生
れる人間観、自然観、宗教観などの の在り方生き方に 観、世界観ないし価値観
特質について、自己との関わりにお ついて多面的・多 を確立しようとしている。
いて理解している。 角的に考察し、表

②古来の日本人の心情と考え方や日本 現している。
の先哲の思想に関する原典や原典の
口語訳などの諸資料から、日本人と
しての在り方生き方に関わる情報を
読み取る技能を身に付けている。

ウ 指導と評価の計画（11時間）

学習活動
評価の観点

評価方法
知 思 態

第

一
次（

１ ・「単元を貫く問い」について、 ● 【態】ワークシート
時 仮説を立てる。 これまでの学習と関連付

間 ・生徒各自の体験やこれまでに けて仮説を立て、単元の学）

見聞きした情報による推論を 習に見通しをもって取り組

交流し、問いに対する解を得 もうとしている。
るための見通しをもつ。

単元を貫く問い
「日本人の意識や心情の底流となっている物事の捉え方はどのような
ものか」

【ＩＣＴの活用】

Googleフォーム等の活用

して個々の意見を可視化

することにより、各自の

推論を導き出している根

拠等について知ることで

考察を深める効果が期待

される。
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第
二

次 ・古来の日本人の心情と考え方 ● 【知（技）】ワークシート（

や日本の先哲に関する原典や 諸資料から日本人の人間

４ 原典の口語訳などの諸資料か 観、自然観、宗教観などの
時 ら、古来の日本人の心情や考 特質に関わる情報を収集し、

間 え方についてまとめる。 読み取っている。）

・まとめた内容を生徒間で話し 【思】ワークシート

合う活動等により交流し、他 ● 資料から読み取った内容
者の考え方と比較して考察し について、他者や先哲の考

たり、先哲と対話したりした え方と比較するなどして考
ことをまとめる。（例：生徒 察し、表現している。

自身と古来日本人との「死生
観の比較」）

第

三
次 ・古来日本人の心情と考え方は ● 【知（技）】ワークシート（

外来思想を受容することによ 諸資料から、外来思想が
４ って、どのように変化したか、 日本人の思想形成にどのよ

時 また何が変化しなかったのか うな影響を与えたかについ
間 について、代表的な先哲の諸 て、読み取っている。）

資料より読み取り、まとめる。
・変化したものと変化しなかっ ○ 【思】ワークシート

たものがあるのはなぜか日本 諸資料から読み取ったこ
の風土について考察する。 とを踏まえ日本の風土につ

いて考察し、表現している。
第

四
次（

２ ・定期考査 ○ 【知】定期考査
時 ・「単元を貫く問い」の解を表 ○ 【思】倫理エッセイ

間 現する。 日本人に見られる人間観、）

・新たな問いを見いだす。 自然観、宗教観などの特質

について、これまでに学ん
だことを活用し、単元を貫

く問いに対する解を表現し
ている。

○ 【態】ワークシート
単元の学習を振り返り新

たな問いを見出している。

エ 評価問題等（「倫理エッセイ」の活用例）

本事例では、「知識・技能」の評価に際し、日本の思想史や文化史について、単に

知識として学ぶのではなく、自己形成の課題として日本人の心情と考え方を理解して

いるかを評価するため、次のとおり「倫理エッセイ」を活用する。

【「倫理エッセイ」の活用例】

①課題設定

「日本人の意識や心情の底流となっている物事の捉え方」について、授業で取り扱っ

た思想等について自らの関心や問題意識と関わらせながら課題を設定

②資料の収集、読み取り

③倫理エッセイの作成

④発表会（生徒同士での対話）

「古来の日本人の心情と考え方に見られる特質とは何か」

「外来思想は日本人の思想形成にどのような影響を及ぼしたか」

単元を貫く問い
「日本人の意識や心情の底流となっている物事の捉え方はどのような
ものか」

【評価の実際（例）】

Ａ：古来の日本人の心情と

考え方について、代表的な

日本の先哲を取り上げ、そ

の正しい理解に基づき、日

本人の思想形成にどのよう

な影響を及ぼしたかについ

て具体的に表現している。

Ｂ：古来の日本人の心情と

考え方について、代表的な

日本の先哲を取り上げ、そ

れらが日本人の思想形成に

どのような影響を及ぼした

かについて表現している。

Ｃ：古来の日本人の心情と

考え方について、代表的な

日本の先哲を取り上げ、そ

れらが日本人の思想形成に

どのような影響を及ぼした

かについて表現することが

できていない。

【留意点】外来思想を受容

する際の課題意識を自己の

課題と結び付けて考える視

点をもてるよう、読み取っ

た内容を発表し合ったり、

発表内容を相互に評価した

りするなどの学習活動の工

夫が考えられる。

【留意点】生徒の実態に合

わせて、学習課題に係る先

哲の著した資料の内容や、

学習形態を工夫する等が考

えられる。また、生徒自身

が思索する時間を確保する

ことが重要である。

【留意点】

課題設定の方法や、資料の読み取り方などについて、生徒

の実態に応じた教師の支援が大切である。
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(

４
時
間
）

(3) 政治・経済「現代日本の政治」の計画例

事例３ リフレクションシートを用いた「主体的に学習に取り組む態度」の評価

内容の
Ａ(1) 現代日本の政治・経済

※ 単元の始めに立てた見通しを踏まえて学習

まとまり を振り返るため、リフレクションシートを用

単元名 現代日本の政治 いた工夫について示した事例である。

ア 単元の目標

・政治と法の意義と機能、基本的人権の保障と法の支配、権利と義務との関係、議会

制民主主義、地方自治について、現実社会の諸事象を通して理解を深める。知

・現代日本の政治に関する諸資料から、課題の解決に向けて考察、構想する際に必要

な情報を適切かつ効果的に収集し、読み取る技能を身に付ける。知（技）

・民主政治の本質を基に、日本国憲法と現代政治の在り方との関連について多面的・

多角的に考察し、表現する。思

・政党政治や選挙などの観点から、望ましい政治の在り方及び主権者としての政治参

加の在り方について多面的・多角的に考察、構想し、表現する。思

・よりよい社会の実現を視野に、現実社会の諸課題を主体的に解決しようとする態度

を養う。態

イ 単元の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①政治と法の意義と機能、基本的 ①民主政治の本質を基に、日本 よりよい社会の実現を

人権の保障と法の支配、権利と 国憲法と現代政治の在り方と 視野に、現実社会の諸課

義務との関係、議会制民主主義、 の関連について多面的・多角 題を主体的に解決しよう

地方自治について現実社会の諸 的に考察し、表現している。 としている。

事象を通して理解を深めている。 ②政党政治や選挙などの観点か

②現代日本の政治に関する諸資料 ら、望ましい政治の在り方及

から、課題の解決に向けて考察、 び主権者としての政治参加の

構想する際に必要な情報を適切 在り方について多面的・多角

かつ効果的に収集し、読み取る 的に考察、構想し、表現して

技能を身に付けている。 いる。

ウ 指導と評価の計画（15時間）

学習活動
評価の観点

評価方法
知 思 態

第

一
次

・「単元を貫く問い」について、 ● 【態】リフレクションシート１

仮説を立てる。

・政治と法の意義と機能、基本的 ●
人権の保障と法の支配について

考察する。

第
二 ・権利と義務との関係について考 ● 【知】リフレクションシート２

単元を貫く問い
「よりよい社会の形成者として私たちはどのように政治に関わること
がよいのだろうか」

「現代の日本が抱える諸問題を様々な観点から考察しよう」

「政治とはどのような活動か。「対立」、「協調」、「効率」、「公正」と
いう言葉を使って説明しよう」

【ポイント】単元の始めに見

通しを立てさせる。

【評価の実際】単元を貫く問

いに対して仮説を立て、解決

すべき課題を挙げたりするな

ど、解決への見通しを立てて

いるか評価する。

【留意点】問いに対する疑問

を出し合い、国民主権を担う

公民として多面的・多角的に

考察し、当事者として社会に

参画する姿勢をもたせる。

【ＩＣＴの活用】

Googleフォーム等の活用して個々

の意見を可視化することにより、

各自の推論を導き出している根拠

等について知ることで考察を深め

る効果が期待される。

【思】発言内容等
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(

４
時
間
）

(

４
時
間
）

(

３
時
間
）

次 察し、理解を深める。 ・単元を貫く問いに対する現在

の考えを記入し、生徒相互

で見合い、「良い点」や「疑

問点」を出し合う。

第

三 ・小テスト「議会制民主主義等」 〇 【知】小テスト

次 ・「単元を貫く問い」について、考 ● 【態】リフレクションシート３

察する。 ・第二次のリフレクションシー

トの記述を踏まえ、生徒相互

で｢単元を貫く問い｣の答えを

確認する。また、単元の学習

を通じて新たに追加した内容

や疑問点等をもとに、学習改

善につなげる評価を行う。

第

四

次

・模擬市長選挙で政策を比較検討 〇 【思】ワークシート

して、模擬投票を行う。

・「単元を貫く問い」に対する仮説 〇 【思】リフレクションシート４

を検証する。 ・単元の始めに立てた仮説を踏

・単元の学習を振り返る。 〇 まえ自分の考えを表現してい

るか評価する。

【態】リフレクションシート５

・問い続けていくべき現代の諸

課題とその課題を問い続けて

いく意義を見出しているか評

価する。

エ 評価問題等（リフレクションシート１、４、５の例）

「主体的に学習に取り組む態度」の評価については、単元の始めに立てた見通しを

踏まえて学習を振り返ることから、次の例のように、１枚のリフレクションシートな

どに単元の学習内容をまとめ、蓄積することができるような工夫が必要となる。

「民主主義の活性化につながる取組としてどのようなものがあるか考えよう」

「政治をよりよくするために、高校生に何ができるだろうか」

単元を貫く問い
「よりよい社会の形成者として私たちはどのように政治に
関わることがよいのだろうか」

【ＩＣＴの活用】

参考ＵＲＬ（ワークシート）

模擬的な地域政党の公約のう

ち、どの政策を重視するか考

えるため、クラスや学年のニ

ーズを把握するための調査を

アンケート機能を用いて実施

する。この結果を踏まえ、改

めて誰に投票するか検討し、

アンケート機能を用いて投票

を行う。自分たちが理想とす

る自治体像の観点から模擬投

票の結果を考察する。

【ポイント】

単元の学習を振り返る時間を

十分に確保することが重要。

【評価の実際】

リフレクションシート

単元の途中で、これまでの学

習を踏まえ、再度「単元を貫

く問い」に対する解決の見通

しを立てているかについて、

「学習改善につなげる評価」

を行う。新たに追加した内容

や疑問点等を見いだしている

か確認し、適切に指導する。

３



公職選挙法の改正に伴い選挙権年齢が満20歳以上から満18歳以上に引き下げられたことなどを踏ま
え、これからの社会を創り出していく子供たちが、主権者として主体的に政治に参加し、社会や世界
に向き合い、関わり合い、自らの人生を切り拓くことが強く求められている。
北海道稚内高等学校では、令和２年度からの２年間、公民科において、国立教育政策研究所の指定

を受け、「学習指導要領の趣旨を実現するための学習・指導方法及び評価方法の工夫改善に関する実
践研究」を行っている。
ここでは、本校で取り組んでいる主権者教育の実践例について示す。
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［参考］北海道稚内高等学校のウェブページ(http://www.chikou.hokkaido-c.ed.jp/）

「主権者教育」の充実～国立教育政策研究所教育課程研究指定事業

～北海道稚内高等学校「公民」の取組から～

【研究の主題】
「公民科」の各科目において、単元など内容や時間のまとまりを見通して学習

課題を設定し、「社会的な見方・考え方」を働かせ、現代の諸課題を追究したり
解決したりする学習を通して、主体的に生きる国民として社会に参画するために
必要な資質・能力を育む指導方法及び評価方法の工夫改善に関する研究。

【主な研究活動】
○ 新科目「公共」を見据えた授業の実施

「政治・経済」の単元「現代経済の仕組みと特質」に
おいて、「公共」の大項目Ｂを想定し、「単元を貫く問い」
を提示し、ペアやグループなどの協働的な活動を授業の中

心に据え、問いを考察し、表現する学習を行った。
○ 外部講師の積極的な活用

単元「政府の役割と財政・租税」において、税理士を講
師とする「租税教室」を導入し、生徒が具体的な事象と結
び付けて学習に取り組めるようにした。

○ 体験学習や思考実験などを用いた協働的な学習
２学年「政治・経済」の取組

「模擬裁判」により、国民の司法参加の意義や、公平な裁判の仕組みについて考察させたり、
「囚人のジレンマ」を題材とした思考実験により、国家間の協調にはどのような仕組みが必要か
考察させたりするなど、生徒の思考力や判断力が深まるよう工夫した。

【研究の成果等】
○ 授業アンケートにおいて、「主体的に学ぶ姿勢が身に付いていると思う」という質問
に対して、肯定的に回答した生徒の割合が84.8％に達するなど、生徒の「課題を意欲
的に解決しようとする態度」の育成に一定の成果が見られた。

○ 外部講師による「租税教室」の内容を踏まえ、公平な税制度についての「問い」を
考察させたことにより、税制度の基本や納税者としてその使途について関心をもつこ
とが大切であることを理解している様子が、ワークシートなどから見られた。

○ 体験的な学習や思考実験等を行ったことにより、授業アンケートにおいて、「現代の
諸課題について自ら考えたことを他者と議論する力が身に付いていると思う」という
質問に対して、肯定的に回答した生徒の割合が77.8％となったことから、課題に対し
て考えや議論を深める指導の工夫により、生徒の思考力、判断力、表現力等の育成に
一定の成果が見られた。

【単元の指導計画】「政治・経済」の単元「現代経済の仕組みと特質」

学習内容 生徒の学習活動 評価規準

第１次 経済活動の意義 経済活動が分業と交換に基づき
（３時間） と経済体制 【単元を貫く問い】 人間生活の維持・向上のために

経済の発展を促進する効率性の追求と、 行われることを理解している。
国民福祉の向上で求められる公平性や （【知】定期考査）
公正さの両方を成り立たせるには、ど 市場経済や計画経済など、経済
のように考えたらよいのだろうか。 問題の解決方法の違いについて

考察し、適切に表現している。
（【思】ワークシート）

経済活動は何のために行われるものか。

対照

計画経済 市場経済

第１次（３時間）、第２次

（９時間）、第３次（10時

間）と続き、一貫して「単

元を貫く問い」を考察させ

る学習内容となっている。 学校教育目標との関連を明確にし

て単元の評価規準を設定し、ワー

クシートやアンケート等を活用し

た評価方法となっている。

Topic


